
元興寺の鬼と夜文一一説話と狂言の間一一
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The Oni Demon and Yasha Demon of Gango Temple: 

‘Ma' of Moral Tales and Kyogen 

Kazuo Taguchi 

元興寺(飛鳥寺)の鬼は『日本霊異記』の道場法師の説話に登場し

て以来、有名な存在である。一方、元興寺の夜叉も『日本感霊録』・

『今昔物語集』などに記録され、これも有名である。この二つは後

に混同され、鬼に統一されて伝説化してゆく。その説話の延長上に

「元興寺(がごぜ)に噛ませよ」という諺や武悪面を使う狂言の演

出が現れる。またその鬼と加賀前田家狂言(鬼不切〉の創作の関係

について述べる。

The oni of Gango Temple (or Asuka Temple) was first recorded in a 

Buddhist priest' s moral tale in the Nihon ryoiki. therea仕erbecoming 

famous in the history of japanese literature ‘The yasha of Gango 

Templ巴， rec口rdedin both the Nihon k王an】reir

also became famous ‘Later the ta剖l巴sof the two were combined to目forr町mn l 

the legend of The On凶1甘iof Gango Temple ‘Usage of the proverb Gagoze 

n凶ikamaseyo his means lf you don' t stop crying. the boogie-men will get 

you appears in th巴 performancesof the kyogen plays Shimizu and 

Nukegara. (Note:‘Gagoze' is an 'alternative pronunciation of Gango 

Temple.) Furthermore. Oni kirazu. a kyogen play of the Kaga Maeda 

family created from the oni ale. is explored. 
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元興寺の鬼と夜叉一一説話と狂言の問一一

元
興
寺
の
鬼
・
夜
叉

元
興
寺
と
い
う
寺
は
も
と
奈
良
の
飛
鳥
の
地
に
飛
鳥
寺

(
法
興
寺
)
と
し
て
創
建
さ
れ
、
奈
良
の
地
へ
移
さ
れ
て
い
る
。

明
日
香
村
に
現
存
す
る
飛
鳥
寺
(
安
居
院
)
は
地
下
の
遺
跡

に
大
寺
院
で
あ
っ
た
遺
構
を
残
し
て
い
る
が
、
自
に
見
え
る

と
こ
ろ
で
は
止
利
仏
師
の
作
っ
た
飛
鳥
大
仏
が
焼
損
の
痕
を

残
し
な
が
ら
、
そ
の
ま
ま
の
位
置
に
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ

る。
説
話
集
に
お
い
て
有
名
な
元
興
寺
関
連
説
話
は
、
ま
ず

『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
「
得
電
之
憲
令
生
子
強
力
在
縁
第
三
」

に
見
え
る
道
場
法
師
説
話
で
あ
り
、
そ
の
強
力
と
元
興
寺
鐘

堂
に
出
現
す
る
鬼
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
次
い
で
『
今
昔
物

語
集
』
は
巻
十
一
の
「
聖
武
天
皇
始
造
元
興
寺
語
第
十
五
」

話
、
「
推
古
天
皇
造
本
元
輿
寺
語
第
二
十
二
」
話
に
お
い
て
、

飛
鳥
で
の
創
建
、
奈
良
で
の
建
立
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
巻
十
七
の
第
五
十
話
「
元
興
寺
中

門
夜
叉
施
霊
験
語
」
に
見
え
る
「
夜
文
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。
勿
論
こ
の
中
門
も
そ
の
中
門
の
像
も
今
は
存
在
し
て

、
t

、。

B

V

J
ノャ

tν

『
今
昔
』
の
こ
の
説
話
は
鈴
鹿
本
に
見
え
る
が
、
「
今
昔
、

元
興
寺
ノ
中
門
ニ
二
天
在
マ
ス
。
其
ノ
使
者
ト
シ
テ
夜
叉
ア

リ
。
其
ノ
夜
叉
、
霊
験
ヲ
施
ス
事
無
限
シ
」
と
元
興
寺
の
夜

叉
を
紹
介
し
始
め
、
「
然
レ
ハ
其
ノ
寺
ノ
僧
ヨ
リ
始
テ
、
里
ノ

男
女
此
ノ
夜
叉
ノ
許
ニ
詣
テ
、
或
ハ
法
施
ヲ
奉
リ
、
或
ハ
供

具
ヲ
備
テ
、
心
ニ
思
ヒ
願
フ
事
ヲ
祈
リ
請
フ
竺
一
ト
シ
テ

不
叶
ト
云
フ
事
元
シ
」
と
述
べ
な
が
ら
、
そ
の
霊
験
を
具
体

的
に
語
る
べ
き
、
次
の
「
此
ニ
依
テ
、
人
皆
」
以
降
の
記
事

が
な
い
。
鈴
鹿
本
に
依
る
と
、
こ
の
後
に
白
紙
の
部
分
が
続

い
て
い
る
の
で
、
破
損
し
た
か
ら
記
事
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
訳
で
は
な
い
。
鈴
鹿
本
の
も
と
に
な
っ
た
本
が
破
損
し
て

い
た
可
能
性
も
、
巻
十
七
の
最
終
話
な
の
で
あ
り
得
る
が
、

書
き
か
け
て
途
中
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
可
能
性
の

方
が
高
か
ろ
う
。
今
野
達
氏
は
そ
の
「
具
体
的
内
容
は
未
詳
。

擬
す
べ
き
説
話
も
見
あ
た
ら
な
い
」
(
日
本
古
典
文
字
全
集

『
今
昔
物
語
集
』
凶
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
今
昔
』
の
編

者
は
『
日
本
感
霊
録
』
に
見
え
る
よ
う
な
四
天
王
の
使
者
と

し
て
で
は
な
く
、
夜
文
自
身
が
活
躍
す
る
説
話
が
あ
る
筈
だ

と
考
え
て
叙
述
を
始
め
、
い
ざ
そ
れ
を
書
こ
う
と
し
た
時
に
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第14号

適
当
な
も
の
が
無
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
峯

和
明
氏
も
岩
波
新
大
系
の
注
で
同
じ
趣
旨
を
述
べ
ら
れ
た
。

夜
叉
の
一
般
的
理
解
を
『
岩
波
仏
教
辞
典
』
か
ら
引
け

ば
、
ヤ
ク
シ
ヤ
と
も
言
い
、
「
鬼
神
と
し
て
恐
ろ
し
い
反
面
、

人
に
大
な
る
恩
恵
を
も
た
ら
す
」
「
樹
木
・
水
と
関
わ
り
が
深

く
、
「
わ
が
国
で
は
古
来
、
夜
文
に
帰
依
し
て
新
生
児
の
無
事

を
祈
願
し
、
名
を
も
ら
い
受
け
る
習
俗
が
あ
り
、
そ
の
名
の

代
表
的
な
も
の
が
女
子
名
の
〈
あ
ぐ
り
〉
で
あ
る
」
と
説
明

し
て
い
る
。

一
九
八
四
年
九
月
十
五
日
、
国
立
能
楽
堂
で
開
場
一
周
年

の
特
別
公
演
が
行
わ
れ
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
上
演
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
珍
し
い
「
風
流
」
が
上
演
さ
れ
た
。
「
風
流
」
は

「
ふ
り
ゅ
う
」
と
読
み
、
広
く
は
中
世
に
流
行
し
た
華
や
か
な

芸
能
を
指
す
言
葉
だ
が
、
こ
こ
で
は
能
楽
の
〈
翁
〉
に
付
随

し
て
狂
言
役
者
が
演
じ
る
芸
能
を
指
す
。
こ
の
日
の
風
流
は

〈
父
之
尉
風
流
〉
と
言
う
も
の
で
、
私
も
そ
の
台
本
作
り
と
演

出
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
〈
翁
〉
猿
楽
の
一
部
分
と
し
て
鎌
倉

時
代
に
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
演
式
で
、
子
(
延
命
冠
者
)

と
老
人
(
父
の
尉
)
が
登
場
し
て
、
父
の
尉
が
め
で
た
い
歌

言語と文化文教大学

舞
を
し
て
い
る
場
面
か
ら
こ
の
風
流
は
始
ま
る
。
突
然
、
不

思
議
な
物
が
一
つ
登
場
し
て
来
る
の
で
何
者
か
と
尋
ね
る

と
、
父
の
尉
が
謡
っ
た
「
と
ひ
き
か
う
ひ
き
」
の
言
葉
の
縁

で
、
呼
ば
れ
た
か
と
思
っ
て
や
っ
て
来
た
高
尾
の
砥
石
の
精

だ
と
名
乗
る
(
高
尾
は
砥
石
の
産
地
)
。
そ
れ
は
め
で
た
い
事

だ
と
、
父
の
尉
と
砥
石
の
精
が
一
緒
に
相
舞
を
舞
お
う
と
す

る
と
、
ま
た
不
思
議
な
物
が
一
人
登
場
し
て
く
る
。
こ
れ
は

高
尾
の
山
に
住
ん
で
人
聞
を
守
る
八
夜
叉
と
い
う
神
だ
が
、

自
分
も
今
日
の
祝
儀
を
守
ろ
う
と
や
っ
て
来
た
と
言
う
。
そ

こ
で
父
の
尉
と
砥
石
の
精
と
高
尾
の
八
夜
文
は
そ
ろ
っ
て
舞

っ
て
か
ら
、
砥
石
を
連
れ
て
八
夜
叉
が
帰
り
、
父
の
尉
が
舞

い
納
め
る
。
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高
尾
の
山
に
住
む
八
夜
文
と
は
、
京
都
市
に
あ
る
高
雄
山

神
護
寺
の
中
門
に
、
二
天
(
持
国
天
・
場
長
天
)
と
と
も
に

安
置
さ
れ
た
神
像
で
、
『
神
護
寺
略
記
』
(
『
校
刊
美
術
史
料
寺

院
篇
』
中
巻
)
に
「
安
置
し
奉
る
。
彩
色
二
天
像
各
一
躯
、

彩
色
八
大
夜
叉
各
一
躯
(
書
き
下
す
、
以
下
同
ご
と
見
え
る
。

そ
の
注
に
「
右
、
建
久
七
年
性
我
阿
闇
梨
、
仏
師
運
慶
法
印

を
相
具
し
て
南
都
に
下
向
し
、
元
興
寺
の
二
天
八
薬
叉
を
模



元興寺の鬼と夜叉一一説話と11:言の問一一

写
し
て
之
を
安
置
す
」
と
あ
る
。
建
久
七
年
は
一
一
九
六
年
、

源
頼
朝
に
平
家
追
討
を
勧
め
た
文
覚
上
人
が
そ
の
功
に
よ
っ

て
頼
朝
の
後
援
を
受
け
、
さ
び
れ
て
い
た
神
護
寺
を
再
興
し

て
い
た
時
代
で
あ
る
。
東
大
寺
・
興
福
寺
の
仏
像
復
興
も
手

が
け
て
い
た
運
慶
を
使
え
た
の
も
文
覚
の
力
だ
っ
た
ろ
う

が
、
そ
れ
は
さ
ぞ
見
事
な
出
来
ば
え
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
れ

が
『
今
昔
』
巻
十
七
第
五
十
話
に
見
え
る
元
興
寺
の
夜
叉
の

姿
を
写
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
高
尾
の
八
夜
叉
と
は

八
体
の
夜
文
で
あ
っ
た
。
風
流
で
は
一
人
し
か
登
場
さ
せ
な

か
っ
た
が
、
本
来
賑
や
か
な
演
出
が
要
求
さ
れ
る
風
流
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
八
人
の
夜
叉
が
登
場
し
て
相
舞
を
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
で
あ
ろ
う
。

旧
版
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頭
注
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、

京
都
東
寺
の
中
門
に
安
置
さ
れ
た
二
天
も
同
じ
頃
元
興
寺
の

そ
れ
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
引
『
校
刊
美
術
史
料
』
所

引
「
東
宝
記
抄
」
に
よ
れ
ば
、
「
古
老
伝
へ
て
云
は
く
、
線
本

安
置
す
る
像
は
、
大
師
御
作
の
多
聞
持
国
の
二
天
也
。
朽
損

の
問
、
元
興
寺
の
二
天
を
模
し
て
之
を
造
立
す
。
東
は
持
国

天
、
西
は
増
長
天
と
云
々
」
と
言
い
、
も
と
は
弘
法
大
師
作

と
す
る
。
当
然
二
天
の
使
者
で
あ
る
夜
叉
も
写
さ
れ
た
も
の

と
考
え
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
『
東
宝
記
』
に
よ
れ
ば
「
夜
叉
神

古
老
伝
へ
て
云
は
く
、
東
は
雄
夜
叉
、
本
地
文
殊
、
西
は
雌

夜
叉
、
本
地
虚
空
蔵
、
二
夜
叉
倶
に
大
師
御
作
也
」
と
伝
え
、

根
本
の
二
天
と
同
時
に
作
ら
れ
た
雌
雄
の
二
体
の
夜
叉
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
一
冗
興
寺
の
も
の
は
神
護
寺
の
も
の
と
同
じ
く

八
体
で
あ
る
。
こ
の
方
が
古
い
形
で
あ
ろ
う
。
八
体
・
二
体

い
ず
れ
に
せ
よ
寺
の
中
門
に
二
天
と
夜
叉
を
置
く
習
慣
は
か

な
り
広
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
『
校
刊
美
術
史
料
』
所
載
の
諸

資
料
に
よ
れ
ば
、
薬
師
寺
の
中
門
に
は
「
二
王
像
井
夜
叉
形

天
、
及
座
鬼
等
」
十
六
体
が
置
か
れ
(
醍
醐
寺
本
『
諸
寺
縁

起
集
』
)
、
興
福
寺
の
中
門
に
は
「
神
王
二
鋪
並
従
鬼
主
八
口
」

が
置
か
れ
て
い
た
(
護
国
寺
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
)
。
興
福
寺

の
「
鬼
王
八
日
」
は
菅
家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
で
は
「
八
夜

叉
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
八
体
の
夜
叉
で
あ
っ
た
。

元
興
寺
の
八
体
の
夜
叉
の
姿
に
つ
い
て
は
二
つ
の
資
料

が
あ
る
。
も
っ
と
も
有
名
な
の
は
左
(
東
)
の
持
国
天
の
後

ろ
の
東
柱
に
立
つ
夜
叉
で
左
手
に
蛇
を
持
っ
て
い
る
(
『
七
大

寺
巡
礼
私
記
』
)
。
こ
れ
は
今
野
達
氏
が
「
元
興
寺
の
大
槻
と
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第14号

道
場
法
師
」
(
『
専
修
国
文
』
二
号
、
昭
位
年
9
月
)
に
お
い

て
雷
神
の
性
格
を
持
つ
表
れ
と
さ
れ
た
姿
で
あ
る
。
も
う
一

つ
の
夜
叉
の
姿
は
『
日
本
感
霊
録
』
(
『
続
群
書
類
従
』
第
二

十
五
輯
下
)
に
二
例
見
ら
れ
、
元
興
寺
の
四
天
王
の
使
者
と

し
て
の
夜
文
が
登
場
す
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
一
つ
は
病

気
の
女
が
四
天
王
に
祈
り
に
来
た
時
に
現
れ
た
「
持
角
弓
薬

つ
の
ゆ
み

文
神
王
」
で
あ
る
。
「
角
弓
」
は
弦
を
掛
け
る
部
分
が
角
で
出

来
て
い
る
弓
で
あ
る
。
東
方
持
国
天
の
使
者
と
推
定
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
病
気
平
癒
を
祈
る
僧
が
四
天
王
に
祈
っ
た
時
に

現
れ
た
「
中
門
東
方
侃
弓
薬
叉
」
で
あ
る
。
こ
の
弓
を
持
つ

夜
叉
は
同
類
の
病
気
平
癒
関
係
話
に
登
場
し
、
し
か
も
両
者

と
も
東
方
な
の
で
同
一
の
夜
叉
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

蛇
を
持
つ
夜
叉
と
は
別
の
夜
叉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も

と
も
と
八
体
の
夜
叉
は
そ
れ
ぞ
れ
特
技
を
持
ち
、
特
異
な
造

形
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
来
は
四
天
王
の
使
者
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
て
も
、

悩
み
苦
し
む
者
の
所
へ
直
接
に
出
現
し
て
そ
れ
を
解
決
す
る

と
い
う
働
き
を
し
て
い
る
と
、
主
の
四
天
主
を
別
に
し
て
夜

叉
自
身
が
霊
験
あ
ら
た
な
も
の
と
い
う
信
仰
は
当
然
現
れ
て

言語と文化文教大学

来
る
筈
で
あ
る
。
元
興
寺
の
夜
叉
に
つ
い
て
、
護
国
寺
本
『
諸

寺
縁
起
集
』
に
「
二
天
谷
属
夜
文
神
有
霊
験
」
と
言
い
、
菅

家
本
『
諸
寺
縁
起
集
』
に
「
件
夜
叉
在
霊
験
」
と
言
う
の
は
、

『
今
昔
』
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
発
想
で
、
夜
叉
自
身
に
霊
験
が
あ

る
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
は
霊
験
謂
は

記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

元
興
寺
の
説
話
を
離
れ
て
夜
文
一
般
で
考
え
る
と
使
者

で
は
な
い
夜
叉
の
性
格
が
見
え
て
来
る
。
前
引
の
『
東
宝
記
』

に
東
寺
の
夜
叉
は
も
と
大
門
に
置
か
れ
て
い
た
の
だ
が
、
通

行
人
が
礼
を
失
す
る
と
罰
を
与
え
た
の
で
、
中
門
の
左
右
に

移
し
た
と
い
う
説
を
「
此
説
不
審
」
と
疑
い
な
が
ら
載
せ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
一
例
と
な
る
。
ま
た
、
「
雄
は
夜
叉
と
名
づ

く
、
姐
有
り
て
能
く
空
を
飛
ぶ
。
唯
抜
児
を
喫
ひ
、
ト
(
下
)

天
に
居
て
天
の
城
門
を
守
る
」
と
い
う
説
を
引
き
、
夜
叉
神

は
仏
法
を
守
る
も
の
だ
か
ら
門
に
置
い
た
も
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
説
を
述
べ
た
後
に
、
「
古
来
の
風
俗
、
夜
叉
神
に
帰
し
て

小
児
の
名
を
請
は
し
む
。
是
、
抜
児
を
食
峻
(
く
ら
)
ふ
故

に
、
彼
に
帰
し
て
其
の
難
を
免
る
る
欺
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
が
仏
教
辞
典
に
引
か
れ
た
説
で
あ
っ
て
、
民
間
信
仰
化
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し
た
夜
叉
神
信
仰
で
あ
ろ
う
。
こ
の
信
仰
は
中
世
に
は
確
か

に
存
在
し
て
い
た
。
能
の
大
成
者
の
世
阿
弥
は
そ
の
幼
名
を

「
鬼
夜
叉
」
と
言
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
。
人
名
に
「
夜
叉
」

が
付
く
例
は
『
鎌
倉
遺
文
』
な
ど
に
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の

名
付
け
の
根
底
に
こ
の
夜
文
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

元
奥
寺
と
狂
言
〈
清
水
〉
〈
抜
殻
〉

狂
言
の
古
台
本
に
は
、
現
在
の
舞
台
と
は
違
う
演
出
が
書

き
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
を
調
べ
て
み
る
と
、

そ
の
狂
言
の
成
立
や
性
格
を
解
く
鍵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。狂

二
一
一
回
〈
清
水
〉
の
留
め
に
も
そ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
。

そ
の
古
型
を
示
す
和
泉
流
の
天
理
本
〈
野
中
清
水
〉
で
は
「
主
、

お
も
て
を
と
っ
て
、
き
て
、
と
っ
て
か
ま
ふ
と
云
、
太
郎
く

わ
じ
ゃ
も
目
口
は
だ
け
て
、
同
心
に
し
て
、
と
む
る
也
、
又
、

太
郎
く
わ
じ
ゃ
、
面
を
と
ら
れ
て
、
き
も
を
つ
ぶ
ひ
て
、
お

ひ
入
に
す
る
も
あ
り
」
と
、
①
主
従
が
に
ら
み
合
う
、
②
追

い
込
み
、
の
二
種
の
演
出
を
記
す
。
和
泉
流
は
現
在
②
の
演

出
で
あ
る
。
大
蔵
流
の
古
本
で
あ
る
虎
明
本
〈
清
水
〉
で
は
、

主
が
「
太
郎
が
め
ん
を
と
り
て
、
い
で
く
は
ふ
、
あ
』
と
云

て
つ
む
る
」
と
す
る
。
こ
れ
は
①
の
演
出
と
認
め
ら
れ
る
。

鷺
流
の
享
保
保
教
本
〈
清
水
〉
は
②
の
追
い
込
み
を
本
演
出

と
す
る
が
、
別
に
、
主
が
「
面
ヲ
取
、
ア
ド
は
面
を
持
、
仕

手
ハ
杖
ヲ
持
、
イ
デ
ク
ラ
ヲ
ウ
、
下
に
居
テ
モ
留
ル
」
と
付

記
す
る
の
で
、
①
の
演
出
も
存
在
し
て
い
た
。
①
の
演
出
は

結
構
古
そ
う
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
最
古
の
天
正
狂
言
本
〈
野
中
の
し
水
〉
で
は

「
後
め
ん
を
は
ず
し
て
せ
う
(
主
)
か
ぶ
る
。
太
ら
く
わ
じ
ゃ

に
げ
る
。
し
う
お
ひ
入
る
。
と
め
」
と
あ
り
、
基
本
的
に
は

②
の
演
出
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
①
の
状
態
が
あ
っ
て
か
ら
、

そ
の
ま
ま
留
め
る
の
で
は
な
く
、
続
い
て
②
の
追
い
込
み
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。
一
般
に
、
主
を
だ

ま
そ
う
と
し
た
こ
と
が
露
見
し
た
と
き
に
、
主
を
お
ど
し
返

そ
う
と
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
り
、
素
直
に
追
い
込
ま
れ

る
方
が
自
然
な
展
開
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
採
ら
な
い
で
、

近
世
の
諸
本
が
①
で
留
め
る
演
出
を
記
し
て
い
る
の
は
、
そ

れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

F
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近
世
中
期
の
大
蔵
流
の
狂
言
〈
清
水
〉
に
は

し
み
づ
へ
参
れ
ば
、
元
興
寺
と
や
ら
が
出
る
と
申
し
ま
す
る
」

(
虎
寛
本
)
と
い
う
セ
リ
フ
が
あ
る
。
こ
の
セ
リ
フ
は
、
野
中

の
清
水
で
水
を
汲
ん
で
こ
い
と
主
に
命
じ
ら
れ
た
太
郎
冠
者

の
返
事
で
あ
る
。
虎
明
本
で
は
よ
り
詳
し
く
、
冠
者
が
「
七

っ
さ
が
っ
て
清
水
へ
ま
い
れ
ば
、
が
ご
う
じ
が
い
で
て
、
人

を
く
ふ
と
申
ほ
ど
に
、
日
も
暮
が
た
で
ご
ざ
る
、
わ
た
く
し

は
ゑ
ま
い
る
ま
ひ
」
と
言
う
と
、
主
が
「
お
く
び
や
う
な
事

を
い
ふ
、
わ
ら
ん
べ
な
ど
こ
そ
さ
う
云
て
お
ど
せ
、
く
ん
で

言語と文化

こ
ひ
」
と
言
う
。
こ
の
太
郎
冠
者
の
セ
リ
フ
は
、
虎
寛
本
で

は
こ
の
後
の
冠
者
の
道
行
の
セ
リ
フ
に
見
え
る
、
再
々
使
わ

れ
て
は
た
ま
ら
な
い
と
い
う
意
味
の
言
葉
と
同
趣
の
、
サ
ボ

る
た
め
の
口
実
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
虎
明
本
に
よ

れ
ば
、
冠
者
は
単
純
に
「
が
ご
う
じ
」
が
怖
い
と
い
う
「
臆

病
」
の
表
れ
と
し
て
言
っ
た
セ
リ
フ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
主

が
そ
れ
は
「
童
を
お
ど
す
」
言
葉
だ
と
言
っ
て
い
る
の
も
留

意
し
て
お
き
た
い
部
分
で
あ
る
。
勿
論
「
が
ご
う
じ
」
は
「
元

興
寺
」
と
同
義
で
あ
る
。

文教大学

狂
言
記
外
五
十
番
〈
鬼
清
水
〉

で
は
、
冠
者
が
臆
病
で
あ

る
点
は
同
趣
だ
が
、
「
元
興
寺
」
で
は
な
く
、
「
鬼
」
と
し
て

い
る
。
和
泉
流
〈
清
水
〉
で
も
、
天
理
本
以
来
、
元
興
寺
と

は
云
わ
ず
「
鬼
」
で
あ
る
。
鷺
流
の
享
保
保
教
本
・
安
永
森

本
に
も
「
元
興
寺
」
の
語
は
な
い
。
天
正
狂
言
本
は
簡
略
な

記
述
な
の
で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
二
応
こ
の
や
り
と
り
は

な
い
。
以
上
、
諸
古
台
本
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
「
元
興
寺
」

に
触
れ
る
の
は
大
蔵
流
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で

は
こ
れ
は
大
蔵
流
だ
け
の
流
動
形
態
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
次

の
資
料
か
ら
考
え
よ
う
。

が

こ

ぜ

か

k
せ

元
興
寺
に
当
噛
よ
と
謂
ふ

ム
按
ず
る
に
、
小
児
時
く
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
傍
人
限

口
を
張
拡
け
て
、
自
ら
元
興
寺
と
称
る
。
児
之
れ
を
見

て
怖
れ
て
暗
く
を
止
む
。
蓋
し
南
都
元
興
寺
の
什
物
に

鬼
面
多
く
之
れ
有
り
、
奈
良
の
京
の
時
の
風
俗
然
る
の

み
。
(
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
八
)

こ
の
説
は
、
ほ
と
ん
ど
定
説
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
も

の
で
、
『
た
と
へ
づ
く
し
』
に
も
同
趣
の
記
事
が
あ
り
、
現
代

の
解
釈
で
も
例
え
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
引
か
れ
、
そ

の
「
が
ご
う
じ
」
の
項
に
は
「
(
元
興
寺
の
鐘
楼
に
鬼
が
い
た
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と
い
う
伝
説
か
ら
)
鬼
の
こ
と
。
特
に
目
、

広
げ
て
鬼
の
顔
の
ま
ね
を
し
た
り
、
顔
を
怒
ら
せ
た
り
な
ど

し
て
、
子
供
を
お
ど
し
、
な
だ
め
す
か
す
時
に
も
い
う
」
と

解
説
し
、
虎
明
本
の
ほ
か
に
『
慶
長
見
聞
集
』
の
「
或
時
は

黄
葉
を
金
也
と
あ
た
へ
で
す
か
し
、
或
時
は
顔
を
し
か
め
、

が
ご
う
じ
と
お
ど
せ
共
」
と
い
う
用
例
を
引
い
て
い
る
。
こ

れ
が
本
来
は
「
鬼
の
こ
と
」
で
は
な
く
、
夜
叉
の
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
と
い
う
の
が
私
の
解
釈
だ
が
、
鬼
で
あ
れ
、
夜
叉

で
あ
れ
、
こ
れ
が
子
供
を
お
ど
し
す
か
す
と
き
の
大
人
の
所

作
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
「
眼
口
は
だ
け
」

る
所
作
と
天
理
本
に
詳
述
さ
れ
る
①
の
所
作
と
を
比
較
す
れ

ば
、
太
郎
冠
者
が
鬼
面
を
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
や
む
を
得
ず

「
が
ご
う
じ
」
の
所
作
で
対
抗
し
た
の
だ
と
解
し
得
る
。
こ
の

所
作
を
見
た
観
客
は
、
そ
の
ま
ま
子
供
を
お
ど
し
す
か
す
時

の
所
作
と
理
解
し
、
笑
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
「
元
興

寺
留
」
と
で
も
名
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
虎
明
本
の

よ
う
に
、
は
じ
め
に
「
が
ご
う
じ
が
出
る
」
と
紹
介
し
て
お

け
ば
、
よ
り
分
か
り
ゃ
す
い
が
、
自
身
こ
れ
を
行
っ
て
い
た

観
客
な
ら
ば
、
こ
の
伏
線
は
必
要
が
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は

口
な
ど
を
指
で

虎
明
が
留
め
を
よ
り
有
効
に
す
る
た
め
に
付
け
加
え
た
も
の

だ
っ
た
と
考
え
た
い
。

天
理
本
・
虎
明
本
〈
抜
殻
〉
も
、
同
じ
①
の
元
興
寺
留
め

で
あ
る
。
〈
抜
殻
〉
に
お
い
て
は
両
書
と
も
「
が
ご
う
じ
」
と

い
う
言
葉
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
武
悪
面
を
仮
面
と
し

て
用
い
る
と
い
う
共
通
性
か
ら
応
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

〈
抜
殻
〉
の
方
に
は
留
め
の
段
階
で
、
面
を
「
抜
殻
」
と
見
る

と
い
う
趣
向
が
構
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
元
興
寺
留
が
必
然

で
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
元
興
寺
留
が
成
り
立
っ
た
め
に
は
、
観
客
の

中
に
子
供
を
お
ど
す
、
こ
の
習
俗
、
か
無
く
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
い
う
「
奈
良
の
京
の
時
の
風
俗
」

か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
演
出
は
ま
ず
奈
良
で
始
ま
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
狂
言
の
流
派
で
言
え
ば
南
都
祢
宜
流
・
大
蔵
流
で
あ

る
。
大
蔵
流
に
お
け
る
伝
承
の
強
さ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
流

で
考
案
さ
れ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
京
に
伝
わ

り
和
泉
流
に
も
導
入
さ
れ
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
特
定
の

地
域
の
風
俗
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
般
化
し

に
く
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
天
理
本
の
よ
う
に
両
演
出

η
d
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が
併
存
し
て
い
る
と
い
う
状
況
は
、
〈
清
水
〉
に
お
い
て
或
い

は
始
め
か
ら
存
在
し
、
ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
は
そ
の
場
に

よ
る
、
と
い
う
事
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
考
え

に
従
え
ば
、
天
正
狂
言
本
は
東
北
と
い
う
地
域
性
の
も
と
で

追
い
込
み
を
選
択
し
た
の
だ
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

広
く
子
供
に
関
わ
る
演
技
が
、
狂
言
の
主
要
な
要
素
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
子

供
を
あ
や
す
演
技
は
〈
子
盗
人
〉
な
ど
に
も
見
え
る
が
、
こ

の
元
興
寺
留
も
そ
の
類
例
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
演
出
が
廃
れ
る
の
は
、
元
興
寺
(
が
ご
う
じ
)
で
あ
や

す
習
俗
が
観
客
の
中
か
ら
消
え
て
行
っ
た
こ
と
と
、
狂
言
役

者
が
顔
の
表
情
で
演
技
す
る
こ
と
を
嫌
う
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
で
あ
ろ
う
。
大
蔵
虎
明
が
『
わ
ら
ん
べ
草
』
七
十
九

段
で
、
「
か
ほ
に
て
色
々
日
口
を
ひ
ろ
げ
」
る
鷺
流
の
演
技
を

「
狂
面
」
と
言
っ
て
嫌
い
な
が
ら
、
こ
の
演
出
を
〈
清
水
〉
〈
抜

殻
〉
に
記
す
の
は
、
大
蔵
流
で
考
案
さ
れ
た
と
い
う
古
い
伝

統
の
た
め
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

言語と文化文教大学

近
世
の
創
作
狂
言
|
前
田
家
狂
言
〈
鬼
不
切
〉

狂
言
に
は
中
世
に
作
ら
れ
た
狂
言
と
近
世
以
降
に
作
ら

れ
た
狂
言
と
が
あ
る
。
例
え
ば
天
王
狂
言
本
に
収
め
ら
れ
た

諸
曲
は
中
世
成
立
が
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
わ
ず
か
に
残
さ

れ
た
上
演
の
記
録
か
ら
中
世
成
立
が
確
か
め
ら
れ
る
も
の
も

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
大
多
数
の
狂
言
の
成
立
時
期

は
分
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
近
世
以
降
の
こ
と
に
は

な
る
が
、
時
の
権
力
者
の
命
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
曲
、
ま
た
、

権
力
者
自
身
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
狂
言
は
そ
の
成
立
時
期
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
元
興
寺
に
か
か
わ
る

創
作
狂
言
で
あ
る
〈
鬼
不
切
〉
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
。

和
泉
流
の
野
村
万
蔵
家
に
、
前
回
家
十
代
藩
主
重
教
の
命

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
、
「
前
田
家
狂
言
」
と
過
称
さ
れ

る
一
連
の
狂
言
群
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
御
渡
之

狂
言
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
一
覧
目
録
と
な

る
「
御
渡
之
狂
言
書
物
」
も
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
全
「
弐

拾
三
番
」
で
、
初
世
万
蔵
に
よ
っ
て
上
演
さ
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
そ
の
曲
名
は
次
の
通
り
に
な
る
。

滝
漆
・
鬼
不
切
・
俄
山
立
・
嶋
太
郎
・
星
合
・
釣
の
槌
・

宮
廻
・
出
家
狩
人
・
烏
帽
子
む
こ
・
昆
布
布
施
・
鬼
座

2
1
J
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元興寺の鬼と夜叉一-ii見話と狂言の問一一

頭
・
宝
癌
取
・
継
子
山
伏
・
月
見
・
馬
草
船
・
呼
声
・

夷
詣
・
宝
笠
・
見
物
左
衛
門
・
茶
か
ぎ
座
頭
・
祖
父
俵
・

寝
代
・
孝
心
竹

実
際
に
残
る
台
本
と
し
て
は
、
①
「
前
田
家
狂
言
一
番

本
」
・
②
「
前
田
家
狂
言
一
綴
」
・
③
「
編
六
儀
」
の
三
種
が

あ
る
。
重
教
の
命
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
の
根
拠
は
、
①

の
う
ち
〈
寝
代
〉
〈
茶
か
ぎ
座
頭
〉
〈
見
物
左
衛
門
〉
に
見
ら

れ
る
次
の
表
紙
へ
の
書
き
入
れ
に
あ
る
。

〈
寝
代
〉
安
永
七
年
三
月
七
日
中
村
万
右
衛
門
様
御
取
次

ニ
て
御
書
物
渡
リ
写

〈
茶
か
ぎ
座
頭
〉
安
永
七
年
三
月
十
一
日
戸
田
与
一
郎
様

御
取
次
ニ
テ
御
室
一
回
物
相
渡
リ
写

〈
見
物
左
衛
門
〉
安
永
八
年
五
月
朔
日
中
村
万
右
衛
門
様

よ
り
被
為
仰
渡
相
勤

す
な
わ
ち
安
永
七
年
(
一
七
七
八
)
か
ら
八
年
に
か
け
て
、

中
村
万
右
衛
門
・
戸
田
与
一
郎
の
取
次
・
仰
せ
に
よ
っ
て
写

し
、
勤
め
た
も
の
が
こ
の
三
番
で
あ
り
、
他
の
一
連
の
曲
も

同
類
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
重
教
は
明
和
八
年
(
一
七

に
若
く
し
て
隠
居
し
て
い
る
が
、
こ
の
中
村
万
右
衛

七

門
・
戸
田
与
一
郎
は
両
者
と
も
重
教
付
き
の
近
習
役
で
、
隠

居
後
も
重
教
の
命
を
帯
び
て
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
、
重
教

の
弟
十
一
代
治
備
の
『
大
梁
公
日
記
』
(
『
金
沢
市
史
』
資
料

編
3
近
世
1
)

に
見
え
る
。
即
ち
安
永
二
年
閏
三
月
条
の
初

出
の
項
に
万
右
衛
門
は
「
中
村
斉
、
重
教
付
近
習
御
用
・
小

姓
頭
」
、
与
一
郎
は
「
戸
田
守
静
、
重
教
付
近
習
御
用
・
定
番

頭
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
遡
っ
て
明
和
八
年
の
隠
居
・

家
督
相
続
の
時
に
も
「
戸
田
与
一
郎
江
及
示
談
置
候
所
、
右

之
通
相
心
得
候
様
ニ
中
村
万
右
衛
門
を
以
被
仰
出
」
と
い
う

記
事
も
見
え
る
。
そ
の
二
人
が
「
御
取
次
」
を
し
た
「
御
巻

物
」
が
重
教
の
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
と
言
え

よ'フ。

羽
川

l

(

 

さ
て
、
こ
の
二
十
三
番
の
狂
言
は
、
昔
話
や
説
話
か
ら
創

作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
、
他
流
(
鷺
流
・
狂
言
記
類
)

の
曲
で
あ
っ
た
も
の
な
ど
、
そ
の
出
自
は
様
々
で
あ
り
、
一
々

に
考
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
創
作
さ
れ
た

曲
の
う
ち
〈
鬼
不
切
〉
を
取
り
上
げ
る
。

台
本
と
し
て
は
ま
ず
、
他
曲
同
様
①
「
前
田
家
狂
言
一
番

本
」
・
②
「
前
田
家
狂
言
一
綴
」
・
@
「
編
六
儀
」
の
三
種
が



第14号

あ
る
。
こ
れ
ら
は
文
字
遣
い
が
異
な
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

基
本
的
に
は
同
文
で
あ
る
。
こ
の
曲
で
珍
し
い
の
は
、
推
敵

清
書
さ
れ
た
跡
の
あ
る
清
書
一
番
本
が
別
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
本
は
他
と
は
体
裁
も
用
紙
も
異
な
っ
て

い
る
の
で
、
取
り
分
け
て
上
演
台
本
と
し
て
推
敵
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
①
「
前
田
家
狂
言
一
番
本
」
に
よ
る
詳
し
い
粗
筋
を

記
す
。

言百吾と文化

「
濃
野
」
の
国
の
住
人
隠
れ
も
な
い
者
が
う
ち
続
い
て
の

雨
で
つ
れ
づ
れ
な
の
で
三
人
の
冠
者
を
呼
び
出
す
。
何

ぞ
変
わ
っ
た
こ
と
は
な
い
か
と
の
問
い
か
け
に
、
次
郎

冠
者
が
南
都
飛
鳥
寺
の
山
門
に
化
生
の
者
が
住
ん
で
、

夜
な
夜
な
鐘
楼
に
入
っ
て
鐘
を
撞
く
の
で
参
詣
も
止
ま

っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
事
か
ら
幼
児
の
泣
く
の

を
す
か
す
に
は
「
元
興
寺
の
鬼
に
か
ま
せ
う
」
と
言
う

と
、
恐
れ
て
泣
き
や
む
、
そ
こ
で
元
興
寺
を
「
は
ご
ぜ
」

と
言
い
習
わ
し
、
飛
鳥
寺
の
あ
た
り
は
難
儀
を
し
て
い

る
と
語
る
。
話
し
の
末
に
太
郎
冠
者
が
そ
れ
を
退
治
す

る
こ
と
に
な
り
、
主
人
の
重
代
の
太
刀
を
借
り
て
、
出

文教大学

か
け
る
。
太
郎
冠
者
は
世
間
で
小
さ
い
事
を
仰
山
に
言

う
と
雷
の
例
を
引
き
な
が
ら
道
行
き
し
て
元
興
寺
に
着

く
。
日
も
暮
れ
、
も
の
す
さ
ま
し
い
状
態
に
な
っ
た
と

言
っ
て
い
る
と
、
楽
屋
か
ら
被
衣
を
被
っ
た
化
生
の
者

が
出
て
、
舞
台
へ
入
り
、
被
衣
を
取
っ
て
冠
者
を
脱
み

つ
け
る
。
冠
者
は
日
を
回
す
。
化
生
の
者
は
退
場
し
、

冠
者
は
目
を
覚
ま
し
て
帰
る
。
帰
り
着
い
た
太
郎
冠
者

は
皆
に
、
元
興
寺
で
鬼
が
襲
い
か
か
っ
て
来
た
の
で
、

切
り
付
け
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
鐘
の
撞
木
だ
っ
た
、
自

分
の
威
勢
に
圧
さ
れ
て
化
け
物
も
逃
げ
た
の
だ
ろ
う
と

語
る
。
皆
が
太
郎
冠
者
を
褒
め
て
い
る
と
、
冠
者
の
手

柄
話
の
う
ち
に
橋
掛
り
に
出
て
い
た
鬼
が
「
さ
ん
げ
せ

四
人
が
逃
げ
る
、
鬼
は

-140-
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¥
」
と
出
て
き
た
の
で
、

い
で
く
ら
お
う
と
追
い
込
む
。

こ
れ
は
②
③
も
ほ
と
ん
ど
同
文
な
の
だ
が
、
粗
筋
中
「
」

を
付
け
て
あ
る
「
濃
野
」
は
誤
写
の
よ
う
で
、
編
六
儀
本
で

は
「
美
濃
」
と
す
る
。
「
は
ご
ぜ
」
は
「
ご
ぜ
」
と
記
す
。

清
書
一
番
本
で
は
次
の
部
分
が
変
わ
る
。

(
1
)
大
名
の
名
乗
り
が
「
信
濃
の
国
の
住
人
隠
れ
も
無



説J)iと fE，l山川"拠品のリょと 11.[又

い
占
で
ご
ざ
る
」
と
川
い
て
、
こ
れ
を
抹
消

L
.

朱
で

「隠
れ
も
な
い
大
名
」
と
訂
正
す
る

{
2
)
ば
く

'r
を
す
か
す
の
に
「
品
川
ル
与
の
山
地
に
酬
明
主
せ

-フ
」
ル
モ
パ
-フ
。

(
3
)
太
郎
一
心
円
は
「
例
の
官
腕
aV
」
『
臆
州
首
」
と

パ

わ
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

(
」
)
恐
ろ
し
い
隙
f
に
な
っ
た
の
で
太
郎
辺
布
は
打
開
り

か
け
、
被
火
を
被
っ
た
ア
ド
(
大
名
)
を
見
付
け
.

M
制
し
て
戸
を
併
け
る
。
ア
ド
が
返
事
を
し
な
い

の
で
、
恐
る
恐
る
近
寄
る
と
武
必
而
を
A
M
け
た
ア

ド
が
被
衣
を
取
っ
て
脱
む
。
ι
泣
占
は
倒
れ
、
ア
ド

は
笑
い
、

山
外
し
、
後
比
陀
へ
人
る
次
郎

三

郎
冠
μ
引
が
保
子
を
円
ん
に
米
て
、
冠
有
を
起
こ
し
、

綴

F
を

4
れ
る
太
郎
冠
行
は
手
柄
羽
を
す
る
と
‘

そ
の
時
ア
ド
は
大
名
の
姿
に
肘
っ
て
一
/
松
に
出

て
、
日
凪
占
の
セ
リ
7
に
合
わ
せ
て
山
地
の
点
似
を
す

る
。
対
抗
哨
が
同
刷
了
に
来
っ
て
お
り
終
わ
る
と
き
、

ア
ド
は
山
地
訓
巾
を
ψ
引
け
て
川
、
「取
っ
て
附
ま
う
」

と
併
す
と
、
太
郎
冠
有
は
転
ん
で
逃
げ
、
ア
ド
が

山
い
込
み
、
次
郎

三
郎
一
心
占
は
笑
っ
て
人
る
。

'f(. 

1、

均

品
'F

叩

'
j
f

'eJ理
官
れ
ん
申
4
J
H
7
?・師向，

お
仙
刊
リ

1白弘
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1
守
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3
6
ゐ
九
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雪
h
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r
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f
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f
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偽
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「
信
濃
」
と
す
る
の
は
「
濃
野
」
か
ら
の
類
推
と
見
ら
れ
、

正
し
い
の
は
編
六
儀
本
の
通
り
「
美
濃
」
で
あ
ろ
う
。
あ
る

所
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
中
で
怪
談
附
が
始
ま
り
、
そ
の
中

の
一
人
が
肝
試
し
に
出
か
け
る
と
い
う
の
は
説
話
・
昔
附
に

あ
る
類
型
だ
が
、
そ
の
附
の
場
所
を
特
定
の
「
美
濃
」
と
す

る
こ
と
に
は
根
拠
が
あ
る
。
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
「
頼

光
郎
等
平
季
武
値
産
女
語
第
四
十
三
」
で
源
頼
光
が
美
濃
守

だ
っ
た
と
き
、
そ
の
館
で
の
夜
話
か
ら
肝
試
し
に
展
開
す
る

説
話
に
依
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
武
勇
に
す
ぐ
れ
た
平

季
武
は
産
女
の
怪
異
に
出
会
い
な
が
ら
、
無
事
に
帰
っ
て
来

る
の
だ
が
、
狂
言
の
太
郎
冠
者
は
気
絶
し
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
す
で
に
狂
言
の
中
に
〈
弓
矢
太
郎
〉
の
よ
う
に
肝
試
し

に
出
か
け
る
臆
病
者
の
類
型
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
造
形

化
し
や
す
か
っ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
〈
鬼
不
切
〉
は
そ
の
よ

う
な
類
型
を
利
用
し
な
が
ら
、
直
接
に
は
『
今
昔
』
の
説
話

を
利
用
し
た
形
跡
が
「
美
濃
」
に
よ
っ
て
証
拠
だ
て
ら
れ
る
。

『
今
昔
』
は
安
永
こ
ろ
に
は
重
教
の
蔵
書
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
一
方
、
飛
鳥
寺
の
鐘
楼
に
鬼
が
い
る
と
い
う

の
は
、
始
め
に
記
し
た
よ
う
に
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
三

言語と文化文教大学

話
の
道
場
法
師
説
話
に
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ

の
狂
言
の
設
定
は
『
今
昔
』
と
『
霊
異
記
』
と
を
取
り
合
わ

せ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
美
濃
で
も
信
濃

で
も
太
郎
冠
者
が
飛
鳥
寺
に
鬼
を
退
治
に
行
く
に
は
遠
す
ぎ

る
設
定
で
あ
る
。
こ
の
事
が
気
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
『
今

昔
』
・
『
霊
異
記
』
と
い
う
典
拠
の
正
し
さ
と
、
も
う
一
つ
加

賀
か
ら
見
れ
ば
両
方
と
も
遠
い
と
こ
ろ
と
い
う
気
楽
な
気
分

が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
清
書
一
番
本
で
最
終
的

に
地
名
表
記
を
や
め
た
の
は
、
美
濃
で
あ
る
べ
き
必
然
(
『
今

昔
』
説
話
に
根
拠
が
あ
る
と
い
う
こ
と
)
が
見
え
な
く
な
っ

た
こ
と
と
、

(
4
)
の
よ
う
に
演
出
を
変
え
て
主
の
に
せ
鬼
と

い
う
こ
と
に
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
方
が
狂
言
の
類
型

に
近
い
の
で
あ
る
。
「
は
ご
ぜ
」
「
ご
ぜ
」
は
清
書
一
番
本
で

は
消
え
て
し
ま
う
が
、
靴
っ
た
形
で
、
正
し
く
は
「
が
ご
ぜ
」

で
あ
る
。
こ
の
「
が
ご
ぜ
」
は
上
述
の
よ
う
に
道
場
法
師
説

話
の
鬼
の
こ
と
と
一
般
に
は
理
解
さ
れ
て
お
り
、
狂
言
〈
鬼

不
切
〉
も
そ
う
理
解
し
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、
「
夜
叉
が
子
供

を
食
う
」
と
い
う
古
い
信
仰
の
存
在
と
見
合
わ
せ
れ
ば
、
こ

「
が
ご
ぜ
」
は
本
来
は
中
門
の
夜
叉
で
あ
っ
た
と
す
る
方
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元興寺の鬼と夜叉一一ー説話と狂言の問

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
像
が
失
わ
れ
て
か
ら
時
日
が
経
過

す
る
と
、
独
自
説
話
の
な
い
夜
叉
よ
り
も
確
か
な
説
話
に
裏

付
け
ら
れ
た
鬼
の
ほ
う
が
生
き
残
り
、
「
が
ご
ぜ
」
と
は
道
場

法
師
の
鬼
な
の
だ
と
い
う
理
解
に
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い

う
筋
道
が
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。

近
世
に
は
加
賀
前
回
家
狂
言
の
よ
う
な
成
立
事
情
を
持

つ
狂
言
群
が
各
地
・
各
藩
に
存
在
し
て
お
り
、
「
各
藩
の
狂
言
」

と
呼
べ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
有
名
な
の
は
、

大
蔵
流
茂
山
千
五
郎
家
の
彦
根
藩
井
伊
家
狂
言
(
直
弼
作
〈
鬼

ケ
宿
〉
)
、
冷
泉
家
狂
言
(
為
理
作
〈
子
の
日
〉
な
ど
て
山
本

東
次
郎
家
の
津
藩
藤
堂
家
狂
言
(
〈
獅
子
費
〉
)
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
「
薩
州
侯
ノ
御
狂
言
」
と
さ
れ
る
鷺
流
の
〈
月
見
座

頭
〉
〈
鴛
〉
、
水
戸
藩
徳
川
斉
昭
作
〈
鹿
島
詣
〉
、
紀
州
藩
の
大

蔵
流
狂
言
方
松
井
家
の
狂
言
(
〈
蜂
〉
な
ど
て
等
が
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
将
軍
の
命
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
徳
川
家
康

の
命
に
よ
る
鷺
仁
右
衛
門
宗
玄
作
〈
飯
銭
〉
、
家
宣
の
命
に
よ

る
吉
田
喜
太
郎
作
〈
家
童
子
〉
な
ど
も
こ
の
類
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
各
藩
の
狂
言
の
存
在
は
、
観
客
に
身
近
な
狂
言

の
性
格
に
よ
る
も
の
で
、
現
代
の
創
作
狂
言
に
も
通
じ
る
狂

言
の
活
力
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注
本
稿
は
、
統
一
し
た
構
想
の
も
と
に
執
筆
し
、
そ
れ
ぞ
れ

別
の
場
に
発
表
し
た
田
口
稿
の
三
つ
の
小
論

(
1
)
「
元
興
寺

の
夜
叉
」
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
今
昔
物
語
集
』

2
月

報
引
号
(
平
ロ
年
4
月)。

(
2
)
「
元
興
寺
と
狂
言
〈
清
水
〉

〈
抜
殻
〉
」
『
鎮
仙
』
研
究
十
二
月
往
来
〈
M
O
S
S色
す
(
平
ロ

年
6
月)。

(
3
)
「
加
賀
前
田
家
狂
一
一
吉
一
口
〈
鬼
不
切
〉
|
近
世
の

創
作
狂
言
|
」
『
金
沢
市
史
会
報
』
凶
号
(
平
日
年
3
月
)

を
併
せ
、
定
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
に
は
平
成
日
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
「
中
世
か

ら
近
世
・
近
代
に
い
た
る
都
市
と
能
楽
の
関
係
に
つ
い
て
の

総
合
的
研
究
」
と
平
成
9
1
H
年
度
文
教
大
学
文
学
部
共
同

研
究
「
表
象
文
化
の
基
礎
的
研
究
」
の
成
果
を
含
む
。
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